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1. はじめに 

近年，我が国では，循環型社会の実現に向けてア

スファルトの再利用が行われている．その一方で，

繰返し再生したことによって再生骨材に付着してい

る旧アスファルトの品質が低下し，再利用できない

状況も発生している． 

現在の再生過程において，劣化した旧アスファル

トは再生用添加剤を使用して針入度を新規と同程度

まで回復させることが標準となっている．しかし，

この針入度はアスファルトバインダの硬さを相対的

に示す指標であり，硬さ以外の力学的性状，例えば

粘結力や付着力などを評価することはできない．過

去に再生用添加剤を用いて再生をした再生骨材を，

再び使用して再生を行うと，その再生アスファルト

は性状が著しく変化してしまう可能性が指摘されて

いる．このことから，再生アスファルトの硬さ以外

の力学的性状も考慮して，再生する必要がある． 

そこで本研究では，アスファルトバインダの力学

的性状をより多面的に評価できる Force Ductility Test

（以下，FDT）によって，繰返し再生を想定した劣

化アスファルトのより効果的な再生方法について検

討した．  

 

2. FDT によるアスファルトバインダの評価方法 

FDT は，従来の伸度試験機にロードセルを搭載し，

供試体延伸時の荷重と変形量を測定する．これによ

り，図-1のような荷重―変位の関係が得られる．本

研究では，タフネス・テナシティ試験より得られる

テナシティに当たる部分の面積を FD 値（N・mm）

と定義した．FD 値は，アスファルトバインダの把握

力や粘結力を示し，アスファルト混合物の疲労破壊

抵抗性と相関性があることが確認されている．また，

初期値から最大ピークまでの面積に当たる部分を

DR 値（N・mm）とした．DR 値は，アスファルトバ

インダの引張抵抗性を示す． 

 

3. 研究内容 

 本研究では，ストレートアスファルト 60/80（以下，

ストアス 60/80）を対象に，劣化や再生による性状の

変化を把握し，より効果的な再生方法の検討を行っ

た．はじめに，ストアス 60/80 の劣化や再生により性

状の変化を把握した．続いて，劣化や再生により性

状が低下した再生アスファルトに新規アスファルト

を含めて性状の回復が可能かどうか検討した．最後

に，低下してしまった性状を回復させることのでき

る再生方法の検討を行った． 

 

4. 劣化・再生アスファルトの性状比較 

4.1 劣化・再生アスファルトの性能比較 

はじめに，マントルヒーターによる加熱促進劣化

を行い 5 種類の劣化アスファルトを作製した．この

内，劣化が特に進行していた 3 種類に再生用添加剤

を加えて再生を行った．このとき，設計針入度を 30

～90 の間で変化させた再生アスファルトを作製した．

これらの試料を用いて FDTを行い，性状を比較した．

図-2 に DR 値と設計針入度との関係を，図-3 に FD

値と設計針入度との関係を示す． 

図-2 より，ストアス 60/80 は劣化や再生に関わら

ず，針入度に従って DR 値が変化していることがわ

かる． 

図-3より，FD 値は針入度に関係なく劣化や再生に

よって大きく異なっていることがわかる．また，3

種類の再生アスファルトの FD 値は，新規よりも小さ

く，劣化が進行しているものほど小さくなっている．

このことから，劣化や再生により，アスファルトの
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図-1 FDTから得られる評価値の定義 



粘結力が低下してしまうことがわかった． 

 

4.2 繰返し再生による性状比較 

図-4にストアス 60/80の劣化や再生を繰返した再

生アスファルトの FDT の結果を示す．図-4より，再

生を繰返すことで FD 値がさらに低下していること

がわかる．これらのことから，繰返し利用を考慮し

て再生を行う場合，アスファルトの粘結力を回復さ

せる必要がある． 

 

5. 新アスファルトを含めた性状の比較 

 次に，新アスファルトとして新規アスファルトも

配合することで FD 値が回復するかどうか検討した．

現行の再生方法では，ストアス 60/80を用いるが，こ

れでは新規と同程度まで FD 値を回復させることは

できない．そこで，本研究では，FD 値を大きくする

ことができ，針入度が 70程度である改良型アスファ

ルトを作製した．これを用いることで，繰返し再生

により低下した FD 値を回復させることができるか

どうか検討した．ここでは一例として，図-5に 3回

繰返し再生して FD 値が非常に小さくなった再生ア

スファルトに改良型アスファルトを一定割合配合し

た結果を示す．図-5より，改良型アスファルトを 50%

配合することで，FD 値が 1回再生したものと同程度

以上になった．このことから，FD 値が大きい改良型

アスファルトを用いることで，FD 値が低下した再生

アスファルトに有効であることがわかった． 

 

6. 効果的な再生方法の検討 

 現行の再生方法である，再生用添加剤で設計針入

度への調整で作製した再生アスファルトに，新規ア

スファルトを加えることで FD 値が回復することが

わかった．つまり，設計針入度による調整方法に，

この FDT を組み合わせることで，FD 値を考慮した

再生が可能である．図-5の例で説明すると，改良型

アスファルトを 50%配合すると，FD 値が 1回再生し

たものと同程度以上となる．つまり，配合設計では

旧アスファルトと新アスファルトの割合を 1:1とす

ることで，効果的な再生ができる． 

 

7. 結論 

 従来の再生方法に，FDT を組み合わせることで，

FD 値を考慮した効果的な再生が可能である．このと

き，FD 値の大きい新規アスファルトを用いると，よ

り効果的である． 
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図-5 改良型アスファルトの配合率と FD値 
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図-2 アスファルトの DR値と針入度の関係 

図-3 アスファルトの FD値と針入度の関係 
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図-4 繰返し再生による性状比較 
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